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 東北日本に産する新生代火山岩類は、日本海拡大などの大イベントを含むテクトニクスの変遷の中で産

したものである。そのような火山岩類に対して年代測定を行うことは、東北日本弧の火山活動の履歴を復

元することに大きな威力を発揮する。近年、鹿野ほか（2011）などによって年代学的研究と火山岩相解析が

行われ、大幅に層序が見直されたが、男鹿半島西部に分布する火山岩類すべてに対して十分な見直しが

行われているわけではなく、今後も年代と岩相を詳細に検討する余地がある。後期白亜紀赤島層（鹿野ほ

か、2012 など）と後期始新世門前層（小林ほか、2008 など）との間には約 4000 万年の時間間隔がある。

申請者らによる赤島からごんご崎へと至る海岸での予察的な調査の結果、赤島層の直上である門前層・竜

ヶ島デイサイト部層の露頭において年代の不明な、未報告の不整合と考えられる地層境界を発見した。そこ

で、本研究は赤島階から門前階に至る火成活動とその背景となるテクトニクスの変遷についての理解を深め

ることを目的とし、竜ヶ島デイサイト部層と赤島層上部における地質構造とその地層境界、ジルコン U-Pb 年

代による噴出年代および全岩化学組成分析による地球化学的特徴を検討した。 

 大口ほか（1979）は赤島南方に露出する泥岩（Um）を岩相の共通性から西黒沢層であると判断している

が、泥岩（Um）は下位の溶結凝灰岩（Awt）と直接的な関係が観察できないものの構造が似るために整合

に重なる可能性があり、上位の角閃石斜長石粗面岩溶岩（Rt1）とは断層で接し、直接的な関係が不明で

あるために未分類層であると判断した（図 1）。加えて、角閃石粗面岩（Rt1）と細粒凝灰岩・流紋岩火山礫

凝灰岩（Rpr）から 5 試料を選びジルコン U-Pb 年代測定を行った結果、3600-3000 万年の年代を示した。

この結果は後期始新世から前期漸新世の年代であり、リフティングと火山活動、それに伴う地殻変動と浸食

が起こったと考えられている時代で、この時期の火成活動の産物であると考えられる。 
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※本様式にて提出の内容は各ジオパークのWeb でそのまま公開いたします。 

また、本調査地域に露出する門前層の火山岩類に対し地球化学的特徴を検討したところ、ほとんどの岩

石がミュージアライト系列の岩石であったが、Rpr に産する流紋岩火山礫凝灰岩はサブアルカリ系列の岩石

であった。 

 

 

図 1：調査地域の地質図と周囲の岩石の年代。地理院地図より作成。 


